今月の樹　マンサク
　名の由来
　春、まだ雪の残っている山中に、いちばんに咲く花であるとして、「まず咲く」から名付けられたと言われる。しかし、その花が枝を覆うようにびっしりと咲くことから、「豊年満作」の満作の意味である説もあり、また、一方で細くねじれた花びらが十分に実らない米に似ているところから、これを嫌い、あえて反対語の「満作」と呼ぶようになったとする説もある。
「特徴」

　本州の関東地方以西の主に太平洋側から九州までの各地の山地のやや乾いた斜面や尾根の林内に自生し、また、観賞用として庭園や公園に植えられることも多い。特に農家では、「満作」の名前から、また、花弁がちぢれてどことなく神秘的な趣をもつことから、豊作を祈る樹として庭先に好んで植えられる。日本固有の樹であり、落葉小高木または低木で、ふつう高さは２～５ｍになる。樹皮は灰色、枝は灰褐色でやや大きい楕円形の皮目が多い。葉は互生し、葉身は長さ５～１０ｃｍ、幅４～７ｃｍのひし形状縁形～広卵形、左右不対象で基部は少しゆがみ、上半分は三角形。ふちに波状の粗い鋸歯がある。側脈は６~８対。両側に星状毛が散生するが、古い葉では葉脈以外は脱落する。
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　花期は３～４月で葉の展開前に開花する。前年枝の葉腋から出た短い柄の先にまるで捻じれてイソギンチャクのような黄色の４弁花が数個集まってつく。花弁は線形で、長さ約２ｃｍ、４個付く。ガク片も４個の卵形で普通暗紫色。完全な雄しべ４個のほかに小さな線形の仮雄しべが４個ある。花柱は深く２裂する。
果実は朔果で直径１ｃｍほどの卵状球形で表面に褐色の短毛が密生する。熟すと２裂し、光沢のある黒色、長楕円形の種子２個を出す。

　一般のマンサクの花は黄色であるが、より黄色の濃いキンマンサクやコガネマンサク、花弁が紅色になるアカバナマンサク、花弁の基部が紅紫色で、先端が黄色となるニシキマンサクなどがある。
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同族の｢マルバマンサク｣は北海道、本州（東北地方～鳥取県の日本海側）の山地に分布しており、花の形状等はマンサクに同じであるが、葉身は６～９ｃｍ、幅５～８ｃｍの倒卵円形で、上半分は半円形で先端は円形またはややへこむ。
　マンサクは公園や庭園に庭木として植栽される他、薬用として、葉を止血用に用いられる。その他にも縁起ものとして、小正月に飾られる削掛けなどに用いられたり、切花にもされる。また、材は薪や炭の材料とされたり、樹皮で縄をつくることもあるとのこと。
　一方｢マルバマンサク｣は上述のように主に日本海側に分布し、新潟・長野では「ししはらい」、福井・滋賀では「つむら」、新潟・岐阜では「ねそ」などと呼ばれている。生木は比較的柔軟なので、雪国では丸く曲げて輪かんじきに用いられたようである。
なお、岐阜県の白川郷の合掌造りは世界遺産として有名であるが、この合掌造りの屋根の木組の結束材には現在でも「ねそ」が使われている。ねそはよく撓む材であるがそのまま使うのではなく、生木をねって（繊維を捩りほぐして）から使われる。この作業を「ねそねり」といっている。生木のねそは、材が乾燥すればするほど締まっていき、材が乾燥して硬くなるのと収縮することで屋根の木組みがしかりと固定されるとのこと。現代に受け継がれた古の人の知恵を感じられる一事である。（なお、白川郷では「ねそねり」が出来てはじめて一人前の男として認められるとのこと。）
